
安
倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総

裁
）
が
施
行
70
年
の
憲
法
記
念

日
に
、
「
２
０
２
０
年
を
、
新

し
い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に

し
た
い
。
」
と
明
言
し
、
自
衛

隊
の
存
在
を
９
条
に
書
き
込
む

こ
と
な
ど
を
表
明
し
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
改
憲
派
の
会
合

に
寄
せ
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は

自
民
党
内
き
っ
て
の
右
翼
・
タ

カ
派
で
す
が
、
改
憲
の
具
体
的

な
目
標
時
期
に
踏
み
込
ん
だ
の

は
初
め
て
で
あ
り
、
９
条
を
標

的
に
す
る
と
口
に
し
た
こ
と
は

大
き
な
問
題
で
す
。

改
憲
発
議
は
国
会
の
み

首
相
に
憲
法
擁
護
義
務

し
か
も
、
憲
法
施
行
の
記
念

日
に
、
改
憲
へ
の
執
念
を
あ
ら

わ
に
し
、
期
限
を
区
切
っ
て
改

憲
を
あ
お
る
姿
は
明
ら
か
に
憲

法
違
反
で
す
。

①
憲
法
改
正
の
提
案
が
で
き
る

の
は
国
会
に
限
ら
れ
る

日
本
国
憲
法
第
96
条
は
左
記

の
よ
う
に
、
憲
法
改
正
提
案
は

国
会
（
立
法
府
）
の
役
割
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
安
倍
首
相
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
「
（
国
会
の
）
憲
法

審
査
会
に
お
け
る
『
具
体
的
な

議
論
』
を
リ
ー
ド
し
、
そ
の
歴

史
的
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
。」
と
し
て
い
ま
す
。

内
閣
（
行
政
府
）
の
長
で
あ

る
首
相
が
、
国
会
の
論
議
に
介

入
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
三

権
分
立
の
原
則
に
反
し
ま
す
。

一
年
前
に
「
私
は
立
法
府
の
長

で
あ
り
ま
す
。
」
と
国
会
で
答

弁
し
、
そ
の
後
訂
正
も
し
な
い

安
倍
首
相
に
は
、
そ
の
原
則
さ

え
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

②
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
こ

と
は
大
臣
な
ど
公
務
員
の
義
務

日
本
国
憲
法
第

99
条
は
上
記

の
よ
う
に
公
務
員
の
憲
法
擁
護

義
務
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
首
相
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
憲
法
改
正
に
向
け
て
、

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と

締
め
く
く
ら
れ
、
憲
法
擁
護
義

務
な
ど
放
棄
す
る
姿
勢
が
明
確

で
す
。

改
憲
の
本
丸
は
第
９
条

首
相
が
改
憲
項
目
の
冒
頭
に

９
条
を
あ
げ
、
自
衛
隊
を
憲
法

上
位
置
付
け
る
と
表
明
し
た
こ

と
は
、
改
憲
の
「
本
丸
」
が
９

条
に
あ
る
本
音
を
示
す
も
の
で

す
。
自
衛
隊
を
９
条
に
書
き
込

む
こ
と
は
、
「
戦
争
放
棄
」
の

１
項
や
『
戦
力
不
保
持
」
の
２

項
と
矛
盾
す
る
も
の
で
、
従
来

の
「
歯
止
め
」
を
な
く
し
、
海

外
で
の
武
力
行
使
を
文
字
通
り

無
制
限
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。
発
足
以
来
、
海

外
で
一
人
も
殺
さ
ず
、
一
人
も

殺
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
自

衛
隊
の
性
格
を
、
根
本
か
ら
変

え
る
重
大
な
改
悪
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
９
条
の
改
憲
は
、
国

民
世
論
が
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。

最
近
の
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査

で
も
９
条
を
評
価
し
、
そ
の
改

定
に
反
対
す
る
声
は
多
数
で
す
。

そ
れ
で
も
９
条
の
改
憲
を
力
ず

く
で
行
お
う
と
す
る
の
か
。
民

意
無
視
の
暴
走
は
絶
対
に
と
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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道徳教科書採択市民学習会
2017年６月10日(土)

10:00～・和泉コミセン２階
14:00～・高石ﾃﾞｰｼﾞｰﾄﾞｰﾑ２階

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は撤回。｢チャレンジテスト」は廃止。

日本国憲法

第９６条 この憲法の改正は、

各議院の総議員の三分の二以上

の賛成で、国会が、これ
を発議し、国民に提案して
その承認を経なければならない。

この承認には、特別の国民投票

又は国会の定める選挙の際行は

れる投票において、その過半数

の賛成を必要とする。

第９９条 天皇又は摂政及び

国務大臣、国会議員、裁判
官その他の公務員は、この憲法

を尊重し擁護する義務を負ふ。

日 時：６月６日（火）
午後５：３０～

場 所：和泉市コミセン
１Ｆ 大集会室

職場要求アンケートを持参してください


